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参加 目的 :

本学会は、米国で例年行われる磁性・磁気材料に関する国際会議である。この会議では、
磁性研究分野の専門家が世界中から集まり、基礎から応用に渡って幅広い議論が行われる。

今回、我々が初めて合成に成功 した三角格子 。層状コバル ト酸化物 Co02の 高品質試料の合

成法 。結晶構造・磁気特|イ 11に 1月する最新知見をプレゼンテーションし、また同時に海外の

研究者 とのデ ィスカッションを通 じて国際交流の深化を図ることを学会参加の目的とし

た。

会議の状況 :

会議はタンパ市 (フ ロリダ)θ)ダ ウンタウンにある一流ホテルにて、2000人近くの参加

者を集めて盛大に行われたぃ‖/5夜のチュー トリアルに始まり、H/6-9の午前 。午後には

合計 100を超えるセッションにおいて、物質の磁性に関するありとあらゆる研究成果の報
告があった。各シンポジウム・オーラルセッション・ポスターセッションとも、非常に活

発な議論が行われていたて,今年のノーベル物Fl学ずtが 本分野から選ばれたこと{)、 学会全

体の盛 り上がりを高めた一因になったと思われる。

成 果概 要 :

今回私 自身は、11/7午前の “Electronic Structure l"と 題 したセ ッションで口頭発表を行っ

た。講演後には聴衆から 2.3の質問を受け、本イリF究 の今後の課題を lTl認 識することができ

た。また、学会中に 2名 か ら共同研究の中し出を受けた。従って、当初の目的である 「研

究成果の発信」 と 「国際交流の深化」は十分達成 したと確信 している。

本会議は数多 くのセ ッションが並行 して行われたため、全ての講演を聴 くことは原理的

に不可能である。そこで私は、自身の研究 と関係の深い 「磁性材料の基礎特性」に関する

講演を選んで聴 きに行つた。特に、次世代技術であるスピン トロニクスヘの応用が期待 さ

れている「ハーフメタルJに 関連 した講演が興味深かった。その他にも、11/8に行われたシ

ンポジウム “Emcrging applications and de� ces"で の、近未来における実現が期待 される新 し

い磁気応用技術についての講演が非常に印象深かった。


